
平成１１年度試験研究成果

区 分 指 導 題 名 新ランドレース種系統豚Ｆ１母豚の繁殖能力

［要約］平成５年より開始したランドレース種の系統造成は、Ｈ１２年度で完了する。そこで、新系統豚の

Ｆ１母豚（Ｌ×Ｗ）の繁殖能力について調査した結果、初産時能力で一腹産子数10.2頭、離乳頭数8.5頭、

離乳体重(２１日令）6.28Ｋｇであった。
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１．背景とねらい

新しいランドレース種系統豚として、従来の産肉性を中心とした選抜形質に加えて肢蹄の強健性も取り入れた

「飼いやすい」新系統豚を造成に取り組んでいる。新系統豚の普及にあたり、第５世代の造成途中豚を用い生産

現場で利用されるＦ１母豚（新系統豚×ハヤチネＷ）の繁殖能力を調査したので参考に供する。

２．技術の内容

（１）産子数

新系統豚×ハヤチネＷのＦ１母豚の初産時産子数は自然交配で１０．２頭（交配時月齢７．９ヶ月）、人

工授精で９．７頭（交配時月齢８．１ヶ月）である。（表１）現在農家で利用されているハヤチネＷ×ゼン

ノーＬ及び以前に利用されていたハヤチネＷ×ハヤチネのＦ１母豚との比較においても同等の能力である。

(表２）

（２）ほ育能力

ほ育開始頭数９．３頭に対し離乳頭数が８．５頭であり育成率は９１．４％と良好である。離乳体重は２

１日令離乳で６．２８Ｋｇで離乳時の目標である６Ｋｇを上回る。また、分娩時母豚体重２０８．５ｋｇに

対し離乳時母豚体重は１８０．８Ｋｇで、分娩・ほ育による体重の減少は１４％であり、順調な発情回帰を

得るための２０％以内にある。

３．指導上の留意事項

（１）Ｆ１母豚の育成は体重８０Ｋｇ前後より制限給餌とし、８ヶ月令で体重１３０Ｋｇを目標とする。

（２）初回交配時の月齢は概ね８ヶ月令とする。早い時期の交配は産子数が減少する傾向がある。

（３）三元交雑肉豚の産肉能力調査についてはＨ１１～１２年に実施する。

（４）系統造成は１２年度に完了し１３年度に認定を受け、Ｆ１母豚の供給はＨ１４年度からの予定。

４．技術の適応地帯 県下全域

５．当該事項に係る試験研究課題

養豚 １－１－（２）－ア高能力・高品質・斉一性の高いランドレース種の系統造成（Ｈ５～１２）

６．参考文献資料

（１）県畜産試験場試験成績書（平成５～７年度）

（２）県農業研究センター畜産研究所試験成績（平成８～１０年）



７．試験成績の概要

表１ Ｆ１母豚（新系統豚Ｌ×ハヤチネＷ）の産子数 （平均値±標準偏差）

人工授精 自然交配

ｎ 10 31

交配時月齢 8.1±0.8 7.9±0.7

産子数 9.7±2.5 10.2±3.0

表２ 交配組合せにおけるＦ１母豚の産子数の比較 （平均値±標準偏差：農業大学校）

新系統豚Ｌ×ハヤチネＷ ハヤチネＷ×ゼンノーＬ ハヤチネＷ×ハヤチネ

ｎ 23 11 7

交配時月齢 8.0±0.8 7.7±0.8 8.3

産子数 10.5±3.7 10.5±3.0 11.0

補正産子数 10.3±0.6 10.7±0.9 10.4

注）補正産子数は交配時月齢との回帰により補正したデータ

ハヤチネＷ×ハヤチネはＳ６３年に実施

表３ Ｆ１母豚（新系統豚Ｌ×ハヤチネＷ）のほ育能力 （平均値±標準偏差）

生時 ほ育開始 離乳 離乳体重 育成率 分娩時 離乳時

ｎ 体重 頭数 頭数 体重 体重

Kg 頭 頭 Kg ％ Kg Kg

10 1.56±0.25 9.3±2.5 8.5±2.6 6.28±1.12 91.4 208.5±17.3 180.8±17.7


